
イワナの一
いっ

生
しょう

と生
せ い か つ

活場
ば

所
し ょ

（川で一生をすごすグループ）

12月頃　卵
たまご

からふ化
か

します。

川で一生をすごすイワナは、水が冷
つめ

たく、きれいな川の
上
じょう

流
りゅう

で生活します。満
まん

2才
さい

から親
おや

になり、秋
あき

には良
よ

い産
さん

卵
らん

場
ば

所
しょ

をもとめて最
さい

上
じょう

流
りゅう

部
ぶ

へのぼっていきます。

秋10月
がつ

頃
ごろ

 川の最上流部で産卵します。

春まで石の下に隠
かく

れて、卵
らん

のうから

栄
えい

養
よう

をもらって成
せい

長
ちょう

します。

春、川に泳
およ

ぎ出します。

川の上流で成長し、満２才から親になり、産卵を行うようになります。
産卵のため最上流部まで移

い

動
どう

します。

14

イワナとアメマスの一
い っ

生
しょう



12月頃　卵
たまご

からふ化
か

します。

川の上流で生まれたアメマスは、1～3年川ですごし、早
そう

春
しゅん

に海
うみ

にくだり、海で大きく成
せい

長
ちょう

します。そして初
しょ

夏
か

に

は川に帰
かえ

ってきます。川に帰ってきたアメマスは、秋
あき

に

は産卵のために上流部へ移
い

動
どう

します。

秋10月
がつ

頃
ごろ

 川の最上流部で産卵します。

石の下で卵のうから栄養をもらって
ゆっくり成長します。4月頃　石

いし

の下
した

から泳
およ

ぎだします。

川で1～3年生活し、早
そう

春
しゅん

に海へくだ
ります。

海におりたアメマスは、初
しょ

夏
か

に川に帰ります。秋には産卵のために上
流部へ移動します。

アメマスの一
いっ

生
しょう

と生
せ い か つ

活場
ば

所
し ょ

（海
う み

で大きく成
せい

長
ちょう

するグループ）

15



イワナはどこで産
さ ん ら ん

卵するの？
　イワナなどのサケやマスの仲

なか

間
ま

は、産卵のときに小
こ

石
いし

の下
した

に卵
たまご

を埋
う

めることによって、卵が他
ほか

の魚
さかな

に食
た

べられたり、川の水
みず

に流
なが

されないようにしています。

　卵は、小石の下で卵からふ化
か

して、春
はる

に稚
ち

魚
ぎょ

となって泳
およ

ぎだします。この卵から稚魚に成
せい

長
ちょう

す

る間
あいだ

、水のほかに十
じゅう

分
ぶん

な酸
さん

素
そ

と栄
えい

養
よう

が必
ひつ

要
よう

です。このうち栄養は、卵のうにたくわえられていま
すが、酸素は川の水からもらわなければなりません。水から酸素をえるため、小石の下に埋

う

めら

れている卵には、いつでもきれいな水が流れていることが必
ひつ

要
よう

です。

イワナの人工産卵床を横
よこ

から見
み

た図
ず

16

イワナの産
さ ん

卵
ら ん

床
しょう

　

　良
よ

い産
さん

卵
らん

場
ば

所
しょ

を探
さが

して、イワナは川の
中
ちゅう

流
りゅう

から上
じょう

流
りゅう

へ、またアメマスは海
うみ

から

上流へ移
い

動
どう

していきます。

　しかし、川には農
のう

業
ぎょう

用
よう

水
すい

をとるための

せ
・
き
・
や、水

すい

力
りょく

発
はつ

電
でん

のためのダム、山
やま

くず

れを防
ふせ

ぐための砂
さ

防
ぼう

ダムなどがあり、上
流まで行

い

けない場
ば

合
あい

があります。

　上流に行けなかったイワナたちは、せ
・

き
・
下
した

で産卵することになります。このよ
うな場所では、良い産卵場所は少

すく

なく、

たくさんのイワナが同
おな

じ場所で産卵する
ため前

まえ

に産
う

んだ卵を掘
ほ

り返
かえ

してしまった

り、適
てき

していない場所で産卵したために
卵が途

と

中
ちゅう

で死
し

んでしまったりします。

　人
じん

工
こう

産
さん

卵
らん

床
しょう

を作
つく

ってあげることは、上
流の産卵場所まで行けなかったイワナた
ちに、安

あん

心
しん

して産卵できる場所を作って
あげることなのです。

良
よ

い産卵場所

せ
・
き
・
の下には良い産卵場所は少ないの

で、上流に行けないイワナは条
じょう

件
けん

の悪
わる

い場所でも産卵してしまいます。

せ
・
き
・

ダム

なぜイワナの人
じ ん こ う

工産
さ ん

卵
ら ん

床
しょう

をつくるの？



イワナの産
さん

卵
ら ん

床
しょう

の作
つ く

り方
か た

①流
なが

れのゆるやかな、水
すい

深
しん

10～30cmの

場
ば

所
しょ

を探
さが

します。

②約
やく

1×1mの範
はん

囲
い

で川
かわ

底
ぞこ

を水深40cm
くらい掘

ほ

り下
さげ

げます。

③川底にしく小石が流されないように、
下
か

流
りゅう

側
がわ

に大きな石をおきます。

④川底にこぶし大の石を1～2列
れつ

しきつ

めます。

⑤こぶし大の石の上に1～3 cmの小石
を厚

あつ

さ 10cm くらいしきつめて完
かん

成
せい

です。

まず、大きな石を2～3個
こ

と、こぶし大
だい

の石、小
こ

石
いし

を用
よう

意
い

します。

こぶし大の石と、小石はたくさん使
つか

います。
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ふるさとの川で生
い

きる「イワナの里
さと

づくり」をみんなでがんばります！

川を愛
あい

する会
かい

の方
かた

から、
イワナのお話

はなし

を聞
き

きました。

奥
お い ら せ

入瀬川
がわ

漁
ぎょ

業
ぎょう

協
きょう

同
どう

組
くみ

合
あい

の方が
準
じゅん

備
び

をしてくれました。

炭
すみ

火
び

で焼
や

いたイワナはおいしいなあ！

みんなでじっくりイワナを焼きました。

全
ぜ ん こ う

校イワナ焼
や

き体
た い け ん

験学
がくしゅう

習（9月15日）

18

がんばったよ「イワナの里
さと

づくり」体
たい

験
けん

学
が く

習
しゅう



川の調
し ら

べ学習（６月～₁₀月）

₁₉

学
がっ

校
こう

の周
まわ

りの田んぼの水は、
いったいどこから流

なが

れてくる

のかを調べに行きました。

篠
しの

田
だ

地
ち

川
がわ

のクリーン作
さく

戦
せん

に参
さん

加
か

して、川の清
せい

掃
そう

をしました。

奥
お い ら せ

入瀬川
がわ

の水
みず

を利
り

用
よう

した用
よう

水
すい

路
ろ

の仕
し

組
く

みを学
がく

習
しゅう

しました。

川から水を取
と

り入れるトンネ
ル探

たん

検
けん

や、川の水の「水
すい

質
しつ

調
ちょう

査
さ

」を行
おこな

いました。

6月

7月

9～₁₀月

9～₁₀月



イワナの里
さ と

づくり事
じ

前
ぜ ん

学
が く

習
しゅう

会
か い

 （₁₀月６日）

内
ない

水
すい

面
めん

研
けん

究
きゅう

所
じょ

の長
なが

崎
さき

さんから、イワナのことを教
おし

えていただきました。

こどもたちも熱
ねっ

心
しん

に学
がく

習
しゅう

しています。

スクリーンに映
うつ

して説
せつ

明
めい

がありました。 法
ほう

奥
おく

小
しょう

学
がっ

校
こう

の廊
ろう

下
か

です。

2₀



イワナの里
さ と

づくり（₁₀月７日）
　イワナの産

さん

卵
らん

床
しょう

を、実
じっ

際
さい

にみんなでつくりました。あおもりの川を愛
あい

する会
かい

の方
かた

々
がた

の協
きょう

力
りょく

で、

蔦
つた

川
がわ

の上
じょう

流
りゅう

に産卵床を設
せっ

置
ち

しました。

川を愛する会の方から説
せつ

明
めい

を受
う

けました。 大
お と な

人の方
かた

の作
さ

業
ぎょう

を見
み

て、つくり方
かた

をおぼえます。

こどもたちもスコップを持
も

って作業します。どうなるのかな？

力
ちから

を合
あ

わせてがんばるぞ！ 大人の方々が、こどもたちをサポートします。

2₁



「イワナの里
さと

」ができました！ たくさんのイワナが卵
たまご

を産
う

んでくれるといいね。

水
すい

深
しん

を確
たし

かめます。 産
さん

卵
らん

床
しょう

ができたぞ～！

イワナがくるかなあ。

22



産卵床をつくった後
あと

産
さん

卵
らん

床
しょう

をつくる前
まえ

2₃


